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７月２８日ミサ後、きたすまカフェが開催されました。司会進行の N 会長による頭の体

操（後出しじゃんけん）で始まり、グループに分かれてそれぞれの好きな歌や大切なもの

を挙げていきました。グループメンバーの入れ替わりもあり、短い時間ながら多くの人と

の交わることのできた楽しいひと時でした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

神戸地区では今年から平和祈願行事をブロック・

小教区で実施することになったので北須磨教会では

8/11 のミサを平和祈願ミサとし、各自の平和への

祈りを奉納として捧げました。 
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は じ め ま し て 

 

初めまして。愛徳姉妹会のシスター塩崎と申します。 

７月に舞子の修道院に移動してまいりました。 

 私は、１９５２年の復活祭に和歌山で受洗し（受洗名はシ

エナのカタリナ）、１９５６年１０月に愛徳姉妹会に入会、 

１９６０年２月にシスターとして和歌山の修道院に派遣さ

れました。修道名はカタリナラブレです。その後、舞子に３

年間、大阪に３年間、その後、和歌山で３７年間障害児・者施設で働いてまいりまし

た。幸いにまだ自動車の運転ができますので、これから北須磨教会の共同体の皆さま

と一緒に少しでも教会のお手伝いができればと願っています。よろしくお願いいたし

ます。 

 

 

 

寄 稿  ロザリオによる執り成しの祈り 

 

OM 

 

毎週土曜 4 時頃からお御堂の御聖体の前で祈っています。興味のある方共に祈りま

せんか!! 

ロザリオの祈りは、2015 年 6 月当時の神戸西ブロックの地区長であられた松浦謙

神父様が評議会で“これからは福音宣教しかない”とはっきり言われたのでそのた

めに祈ろうということからスタートしました。ですから今年 6 月で 4 年になりま

す。松浦神父様に祝福していただき、また若者の為に祈って欲しいと意向をのべら

れました。これは私たちのテーマのひとつです。 

 

第一回の祈りはこの様なものでした。 

私たちの祈りで、皆が福音宣教しやすくなるように祈ろうと祈

りはじめる。どのように祈ればよいかと、聖霊に聞きながら… 

 

マリアの歌を歌う 涙の谷にも花咲乱れ…
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身構えるのでなく教会の全ての人が自然体で福音宣教する。 

心にはしっかり福音宣教という胸当てをつけて 

武器はパウロの言葉 

 何時も喜んでいなさい、絶えず祈りなさい、全てのことに感謝しなさい…歌う 

 教会に集まっている私達が、何時も喜んでいること 

              何時も感謝していること 

 すると周りのひとが「どうしてこの人たちは何時も嬉しそうにしているのか？ 

感謝しているのか？」と注目し多くの人が教会に集まってくる。 

 新しい人が来ると私達は親切にする、話しかける、もてなす。 

 多くの人がやってくるのでお御堂にはいりきれなくなる。どうしよう？というイ

メージが与えられる。 

 教会の門を入るときは問題を抱え苦しみ悩みをもっていても出るときは喜びと平

安にみたされるビジョンが与えられた。ハレルヤ!!! 

 

今年 8 月のミサで林神父様は“ああして下さい、こうしてください”というのは本

当の祈りではない。本当の祈りは“神のみ旨を聞き、それに従うこと”と言われま

した。それで私たちのロザリオの祈りが間違っていないと確信を得てこの文を書く

勇気が出ました。 

 

ある時神父様がミサで言われました。“信徒は高齢化して少なくなる、若い人は来な

い、神父も高齢化してなり手が少ない。このままでは教会の前途は危うい”と。私

も本当にそうかと心配になりました。祈っているうちに主が示されました。「将来の

ことを心配する必要はありません。ただ私の愛、公平、無私、無限の愛で教会の全

員を愛しなさい。過去の思い煩いや、偏見は捨てなさい。私の愛で愛すれば、そこ

にその愛の中に神の国は成り立ちます。暗闇に座す人、神に背を向ける人、神を知

らない人も幸せ＝神の国を求めてやってきます。神の国は生きて、愛し合っている

中に立ち上がるもの。ですから神の国＝幸せを求めて、多くの人が教会にやってき

ます。他に頼るものが無いからです。あなた方は自分一人又は自分（人間）の力だ

けでするのではありません。私がするように示した事だけをすれば良いのです。後

は私“神”が働きます。と言われました。私は自分（人間）の力や知恵であれこれ

するのではなく、神がするようにと言われたことだけをすれば、後は神ご自身がし

て下さると思うとホット肩の力が抜けました。 

 

アブラハムに“10 人の善人がいれば災いを思い直す”と約束された、慈しみの神

は、多くの人が一致して神のみ旨を聞き、行なうならば、天で御旨が行われるよう

に地でも御心が行われます。この小さな、神父不在の教会が、統廃合されることな

く、ますます発展しますように祈りましょう。
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典 礼 奉 仕 者 表       典礼委員会 

 

〔註〕①担当に変更のある場合は、お聖堂入口の掲示表を赤ボールペンでご修正下さい。 

②聖体奉仕は司祭から指示のある場合のみご対応下さい 

 

 

 

 

☆アベイヤ司教さま司牧訪問☆ 
 

９月８日（日）にアベイヤ

司教様が北須磨教会を司牧

訪問されます。当日は高橋神

父さまと共にミサを司式な

さいます。 

 

☆敬老のお祝い☆ 

9 月 15 日（日）ミサ後に敬老のお

祝いを行います。ご参加をお待ちして

います。 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 

☆セントポール神戸☆ 
 

女子パウロ会の神戸修道院が閉鎖さ

れることになり、今年 12 月末をもって

書院・セントポール神戸が閉鎖される

ことになりました。 
 

☆転入されました☆ 
 

六甲教会より第５地区下畑町へ 
 

アグネス DJ さま 
 

ゲオルギオス DR くん   

ようこそ北須磨へ！ 

 

 

月日 主日 司式 先唱者 オルガン 聖書朗読 答 唱 共同祈願 ミサ準備 聖体奉仕 備考 

9・ 1(日)10:00 

年間第 22 主日 
Fr. 林 NS TK 

①KN 

②KA 
IT 6A 地区  

K・Y 

(洗)YM 
  

9・ 8(日)10:00 

年間第 23 主日 

Bp.ｱﾍﾞｲﾔ 

Fr.高橋  

IM 

NH 
TY 

①KM 

②KT 
DJ 6A 地区 

K・T 

(洗)YM 
  

9・15(日)10:00 

年間第 24 主日 
Fr.高橋 HK TK 

①KA 

②SM 
MS 1・4 地区 

K・Y 

(洗)YM 
  

9・22(日)10:00 

年間第 25 主日 
Fr.中川 

(子供ミサ 

担当) 
TK 

①子供・担当 

②   〃 
HK 1・4 地区 

K・Y 

(洗)YM 

HK 

YK 

子供と共に
捧げるミサ 

9・29(日)10:00 

年間第 26 主日 
Fr. 高橋 HT TY 

①TH 

②TY 
WH 2 地区 

K・T 

(洗)YM 
  

お 知 ら せ 評 議 会 よ り  

編 集 後 記 

 

フランシスコ教皇さまの訪日が11月

に予定されています。共同通信によれ

ば、11 月 23 日から 26 日の日程で長

崎、広島、東京の訪問で調整中とのこと。

広報紙きたすまで記事にできればいい

のですが…特派員募集中です。 

（ＧＴＨ） 
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